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教 務 所 長 ・ 輪 番 交 代 の 挨 拶
2018（平成30）年4月1日付で、教務所長・輪番の人事異動がありました。

新
教
務
所
長

中
村
　
祐
順
　
　
　

　

こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
木
下
祐
祥
前

教
務
所
長
・
輪
番
よ
り
そ
の
職
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
、
中
村

祐
順
と
申
し
ま
す
。
前
任
地
は
石
川
教
区
・
金
沢
別
院
で
、

本
年
一
・
二
月
の
豪
雪
に
疲
労
困
憊
し
ま
し
た
。
山
口
に
着

任
し
ま
し
て
、改
め
て
気
候
の
温
か
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
よ
り
、
新
た
な
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
」
総
合
基
本
計
画
並
び
に
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
宗
門
の
実
践
目
標
「︿
貧
困
の
克
服
に

向
け
て
〜D

-ana for W
orld Peace

〜
﹀
―
子
ど
も
た
ち
を

育
む
た
め
に
―
」
と
あ
わ
せ
ま
し
て
、
山
口
教
区
で
は
「
部

落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
へ
の
学
び
を
深
め
る
」

と
い
う
実
践
目
標
を
掲
げ
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
様
な
時
期
に
あ
た
り
、
改
め
て
職
務
の
重
要
性
を

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宗
門
並
び
に
山
口
教
区
の
お
念

仏
繁
盛
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
何
卒
、
教
区
の
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

前
教
務
所
長

木
下
　
祐
祥
　
　
　

　

こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
に
て
四
州
教
区
教
務
所
・
本
願

寺
塩
屋
別
院
・
高
知
別
院
に
転
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
二
年
間
、
教
区
の
皆
さ
ま

の
温
か
い
お
育
て
と
、
ご
法
義
地
で
あ
る
山
口
な
ら
で
は
の

土
徳
に
支
え
ら
れ
、
大
過
な
く
職
務
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

特
に
在
任
中
は
、
第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要

の
ご
勝
縁
を
は
じ
め
、
本
願
寺
山
口
別
院
創
立
三
十
周
年
記

念
法
要
並
び
に
記
念
事
業
と
し
て
「
子
ど
も
報
恩
講
＆
寺

フ
ェ
ス
」
と
「
て
ら
婚
」
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

今
後
も
第
四
連
区
の
仲
間
と
し
て
、
宗
門
の
発
展
と
興
隆

の
た
め
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
願
寺
山
口
別
院
永
代
経
法
要
（
教
区
全
門
徒
物
故

者
総
追
悼
法
要
）
が
、６
月
８
日
（
金
）
か
ら
１０
日
（
日
）

の
３
日
間
営
ま
れ
、
約
１
０
０
０
人
が
参
拝
し
た
。

　

本
年
は
ご
講
師
の
安
方
哲
爾
氏
（
大
阪
教
区
南
郡
組

正
満
寺
）
に
お
取
次
を
い
た
だ
い
た
。

　

３
日
間
の
帳
場
等
は
、
美
祢
東
組
、
玖
珂
西
組
、
大

津
西
組
の
皆
様
に
ご
奉
仕
い
た
だ
い
た
。

　

法
要
で
は
、
逮
夜
法
要
の
お
勤
め
中
に
各
参
拝
組
よ

り
代
表
焼
香
が
行
わ
れ
、
参
拝
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
日

中
法
要
「
十
二
礼
作
法
」、
逮
夜
法
要
「
宗
祖
讃
仰
作

法
（
音
楽
法
要
）」
が
厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か
賑
々
し

く
勤
修
さ
れ
た
。

2018（平成30）年

本願寺山口別院永代経法要
〜教区全門徒物故者総追悼法要〜

6月8日（金）〜10日（日）

代表焼香のようす

コーラス出演　コールさいは

東北物産展のようす

講師：安方哲爾氏

2018（平成30）年　永代経法要各組結衆・列衆出勤者一覧

６月８日
（金）

柳井組 隆野　正信　　有知山一信 美祢西組 山本　含嶺　　柏　　宗桜
岩国北組 神田　崇賢 阿武組 藤野　雅麿　　須山　優樹
山口北組 佐波　成康　　前川　惠子 須佐組 明山　典子
宇部小野田組 吉見　勝道 豊田組 能埜　一哉
美祢東組 田中　恵昇 豊浦西組 明　　一雄　　林　　文寛

６月９日
（土）

岩国組 小島　道雄 厚狭西組 笠木　惠正　　寺田　弘信
熊毛組 末岡　　晶　　長岡　雅文 小月組 寺井　紹道　　酒井　由華
防府組 八木　靜也　　河海　劫英　　一万田則行 豊浦組 原田　順昭　　井上　　敬

６月10日
（日）

大島組 桑野　眞理　　松原　智人 山口南組 城　　宣生　　日野　明教
熊毛中組 河野　教弘　　吉田　唯教 宇部北組 鶴山　景子　　川﨑　哲也
熊南組 伊東　慈宣　　佐原　正文 萩組 下間　頼光　　坪井　竜樹
下松組 清水　智弘 大津西組 髙藤　智量　　波多野智海
周南組 佐々木大乘　　清水　智啓 白滝組 中山　智行
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●スローガン

結ぶ絆から、広がるご縁へ
●宗門重点プロジェクトの実践目標

貧困の克服に向けて　〜D-ana for World Peace〜
―　子どもたちを育むために　―

●山口教区重点プロジェクトの実践目標

部落差別をはじめとする人権問題への学びを深める
―　山口教区内差別はがき投書事件を通じて　―

門
信
徒
教
化
部

⑴
門
信
徒
教
化
推
進

⑵
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

（
実
践
運
動
）推
進
協
議
会
開
催
促
進

⑶
門
徒
推
進
員
各
種
研
修
会
並
び
に
会

議
開
催

⑷
連
研
履
修
者
研
修
会
開
催
を
は
じ
め

と
す
る
門
徒
推
進
員
の
育
成

⑸
連
研
の
た
め
の
研
究
会
開
催
を
は
じ

め
と
す
る
連
研
開
催
の
促
進

⑹
教
化
団
体
の
連
携

⑺
離
郷
門
信
徒
の
つ
ど
い
支
援

⑻
門
信
徒
へ
の
人
権
啓
発
に
関
す
る
情

報
発
信

⑼
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進

⑽
そ
の
他
、
常
任
委
員
会
か
ら
委
託
さ

れ
た
実
践
運
動
に
か
か
る
事
項

人
権
社
会
部

⑴
人
権
・
非
戦
平
和
に
向
け
た
取
り
組

み
に
関
す
る
こ
と

⑵
教
区
同
朋
運
動
研
修
会
開
催
に
関
す

る
こ
と

⑶
組「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

（
実
践
運
動
）
推
進
人
権
啓
発
僧
侶

研
修
会
開
催
促
進

⑷
組
「
同
朋
運
動
研
修
会
」
開
催
促
進

⑸
男
女
共
同
参
画
の
推
進

⑹
山
口
同
宗
連
等
、
関
連
団
体
と
の

連
携

⑺
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進

⑻
そ
の
他
、
常
任
委
員
会
か
ら
委
託
さ

れ
た
実
践
運
動
に
か
か
る
事
項

寺
院
活
動
支
援
部

⑴
寺
院
活
動
支
援
の
た
め
の
研
修
会
の

企
画
・
開
催

⑵
寺
院
活
動
支
援
並
び
に
人
権
啓
発
の

た
め
の
教
材
の
企
画

⑶
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
と
の
連
携
並

び
に
過
疎
対
策

⑷
福
祉
募
金
協
力
の
促
進

⑸
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進

⑹
そ
の
他
、
常
任
委
員
会
か
ら
委
託
さ

れ
た
実
践
運
動
に
か
か
る
事
項

広
報
部

⑴
『
教
区
報
山
口
』
発
行

⑵
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
活
動
並

び
に
促
進

⑶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
広
報
活

動
の
研
究
並
び
に
促
進

⑷
人
権
啓
発
の
た
め
の
広
報
活
動

⑸
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進

⑹
そ
の
他
、
常
任
委
員
会
か
ら
委
託
さ

れ
た
実
践
運
動
に
か
か
る
事
項

「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）
山口教区総合基本計画

 〈2018（平成 30）年度〜 2019（平成 31）年度〉

全組で「組実践運動推進人権啓発僧侶研修会」「組同朋運動研修会」を開催いたしましょう！
研修会開催に向けた教区の取り組みについては

差別はがき当初事件「山口教区における対応要項」をご覧ください。
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基
本
理
念

　

宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、
災
害
と
戦
乱
の
混
迷
の
時
代
に
真

実
を
求
め
て
生
き
抜
か
れ
、
苦
悩
す
る
人
々
と
共
に
「
御

同
朋
・
御
同
行
」
の
お
心
で
、
お
念
仏
の
み
教
え
を
広
く

伝
え
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
は
、教
団
の
抱
え
る
課
題
の
克
服
の
た
め
に
、

基
幹
運
動
（
門
信
徒
会
運
動
・
同
朋
運
動
）
を
立
ち
上
げ
、

自
ら
が
教
え
を
聞
き
、
教
え
に
生
き
る
僧
侶
・
門
信
徒
に

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
１
２
（
平
成
２４
）
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

継
承
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
広
く
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
、「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
、
教
区
内

に
お
い
て
２
０
１
７
（
平
成
２９
）
年
に
差
別
事
件
と
い
う

重
大
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
教
区
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
人
権

問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
と
発
信
力
が
及
ば
な
か
っ
た
こ

と
を
深
く
反
省
し
、
教
区
を
あ
げ
て
人
権
問
題
に
関
す
る

学
び
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、『
伝
灯
奉
告
法
要

御
満
座
の
消
息
』
と
、『
念
仏
者
の
生
き
方
』
の
お
心
を

体
し
、
こ
の
た
び
発
生
し
た
差
別
事
件
を
は
じ
め
と
す
る

現
代
社
会
の
様
々
な
問
題
を
自
ら
の
課
題
と
し
、
お
念
仏

の
み
教
え
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
立
ち
向
か
い
、
自
他
と

も
に
心
ゆ
た
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
の

た
め
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
運
動
と
し
て
力
強
く

進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

「御同朋の社会をめざす運動」山口教区委員会　各部会別一覧

委員長 中村　祐順 （教務所長）

副委員長 西谷新一郎 （委員長代行） 荻　　隆宣 （中央委員）

常任委員会 委員長・副委員長・各部部長・副部長にて構成

  〈委員長・副委員長以外 50 音順〉

人権社会部
◎入江　　聡 金海　明弘 工藤　一樹 黒瀬　正見 熊谷　誓樹

小林　智乗 佐々木大乘 ○福田　了潤 松浦　成秀

寺院活動支援部
池田　侯治 井上　光保 樹木　正法 岡　　智徳 一万田則行

岸﨑　和水 榮　　　中 ◎林　　正文 ○平佐　秀成

広報部
厚見　　崇 ○大澤　直誓 ◎大海　裕孝 木村　岳秀 百濟　高昌 佐々木世雄

篠原　行信 長尾　智章 長岡　雅文 中島　翔希 福永　法和

門信徒教化部
明　　貴徳 国司　法丸 熊谷　正信 来嶋　道則 桒原　悠純 ○田中　博明

玉井　良子 ○田村　茂善 ◎萩嶺　隆行 廣兼　成道 ○福田　厚子

各部　◎部長 〇副部長〈50 音順〉 

常任委員会
⑴「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）並びに重点プロジェクト推進
⑵「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）山口教区計画書作成
⑶御同朋の社会をめざす運動研修会開催
⑷差別はがき投書事件「山口教区対応要綱」にもとづく取り組み
⑸山口教区子ども・若者ご縁づくり推進委員会との連携
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な
「
実
践
目
標
」
は
、
ご
親
教
『
念
仏

者
の
生
き
方
』
で
の
お
示
し
、
ま
た
戦

後
７０
年
を
機
縁
と
し
た
宗
門
の
取
り
組

み
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
」
に
対

す
る
公
聴
会
で
挙
が
っ
た
様
々
な
意
見

を
総
合
的
に
判
断
し
策
定
さ
れ
た
こ

と
、
世
界
や
日
本
国
内
に
お
け
る
貧
困

の
現
状
と
そ
の
貧
困
が
引
き
起
こ
す

様
々
な
問
題
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
対
す

る
具
体
的
な
支
援
の
方
法
と
し
て
「
子

ど
も
食
堂
」
や
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ

ブ
」
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

い
た
。

　

協
議
会
で
は
、
荻
隆
宣
実
践
運
動
教

区
委
員
会
副
委
員
長
を
座
長
と
し
、
教

区
や
組
に
お
け
る
実
践
運
動
・
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
の
具
体
化
に
つ
い

て
、
ま
た
本
学
習
会
で
説
明
を
受
け
た

こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、

と
り
わ
け
平
和
貢
献
に
つ
い
て
の
意
見

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

山口教区  重点プロジェクト推進のための
　　学習会　 ― ５月７日開催 ―

と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
た

め
、
今
期
を
２
年
間
と
し
、
教
区
役

職
者
等
と
の
任
期
に
合
わ
せ
、
次
期

か
ら
は
４
年
の
推
進
期
間
と
す
る
。

⑷
専
如
ご
門
主
よ
り
具
体
的
に
念
仏
者

の
生
き
方
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、今
期
の
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、『
念
仏
者
の
生
き
方
』
を
体
し

た
宗
門
全
体
の
「
実
践
目
標
」
を
定

め
、
宗
門
全
体
が
一
体
感
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
現
場
に
お
け
る
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
地
域
差
も
あ
り

様
々
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
通

り
各
教
区
・
各
組
に
お
い
て
独
自
に

定
め
た
「
実
践
目
標
」
を
設
定
し
て

い
た
だ
き
、
宗
門
全
体
の
課
題
と
併

せ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も

可
能
と
す
る
。

　

そ
の
後
、
岡
崎
上
級
研
究
員
よ
り
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
た
説
明
が
あ
り
、
新
た

　

学
習
会
で
は
、
ま
ず
宇
野
部
長
よ
り

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実

践
運
動
）
総
合
基
本
計
画
・
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
改
定
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
い
た
。

　

大
ま
か
な
報
告
事
項
は
次
の
⑴
〜
⑷

の
通
り
で
あ
る
。

⑴
こ
れ
ま
で
、
専
如
門
主
の
『
伝
灯
奉

告
法
要
に
つ
い
て
の
消
息
』『
法
統

継
承
に
際
し
て
の
消
息
』、
即
如
門

主
（
前
門
さ
ま
）
の
『
親
鸞
聖
人

七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
御
満
座
を
機

縁
と
し
て
「
新
た
な
始
ま
り
」
を
期

す
る
消
息
』
の
三
通
の
ご
消
息
が
引

用
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、ご
親
教『
念

仏
者
の
生
き
方
』、
な
ら
び
に
『
伝

灯
奉
告
法
要
御
満
座
の
消
息
』
に
改

め
る
。

⑵
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
こ
れ
ま
で
通
り
【
結

ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ
】
を
踏

襲
す
る
。

⑶
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
期
間

（
第
１
〜
２
期
）
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
各
方
面
よ
り
、
教
区
に
お
け
る

役
職
者
（
教
区
委
員
会
委
員
２
年
、

教
区
会
議
員
４
年
、
組
長
４
年
）
の

任
期
と
の
整
合
性
を
つ
け
て
ほ
し
い

　今年度より「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）総合基本計画が改定され、第３期重点プロジェ
クトの推進期間が始まるにあたり、各教区・特区にて重点プロジェクト推進のための学習会が実施され
ることとなった。山口教区での開催に際し、宗派より宇野哲哉重点プロジェクト推進室部長、岡崎秀麿
浄土真宗本願寺派総合研究所上級研究員、上原大信重点プロジェクト推進室賛事が出向され、教区内よ
り宗会議員、教区会議員、組長、副組長、実践運動教区委員会委員、住職、教化団体役職者など、126
名が出席した。

宇野部長

岡崎上級研究員
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岡崎上級研修員による「学び」のスライドより一部抜粋

研修会の様子 質問された方々



〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜
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寺 院 子 弟 研 修 会
A memorial place like a sunflower 

大分県ひちくボランティアセンター
平成30年 8月22日（水）〜23日（木）

8/22
（水）

山口別院＝＝嘉川 IC＝
（１回休憩）

＝＝＝＝（古賀 SA 各自自由昼食）＝
（１回休憩）

＝＝＝＝ 別府 IC＝＝
　　9：00　　　　　　　　　　　　　11：00　　　　　　　12：00

＝＝＝＝ 本
■参拝

願寺別府別院＝＝別府 IC＝＝＝＝＝ 湯布院 IC＝＝ くじゅうやまなみキャンプ村【泊】
　　　　　14：20　　15：20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16：30頃

宿泊先

くじゅうやまなみキャンプ村
大分県玖珠郡九重町田野 267-18

8/23
（木）

九重やまなみキャンプ村＝＝九重 IC＝＝＝＝ 日田 IC＝＝ ひ
■大鶴公民館敷地内（見学＆自由昼食）

ちくボランティアセンター ＝＝＝
　　　　　　　　　　　　8：20　　　　　　　　　　　　　　　　　　9：30　　　　　　　　　　　　　　　　　12：30

＝＝小倉南 IC＝
（１回休憩）

＝＝＝＝＝＝＝ 嘉川 IC＝＝ 山口別院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15：30頃

参 加 費

問 合 せ

小人 8,000 円　大人 15,000 円

定 　 員 20 名（先着順） 申込〆切 平成 30 年 7 月 31 日

本願寺山口別院　担当：石丸
TEL 083 − 973 − 4111

　平成 29 年 7 月、九州北部豪雨の被害が発生してから 1 年が経過しようとしています。
　私たち「若朋会」では、数年前より「東日本大震災」や「熊本地震」、「九州北部豪雨災害」への義
援金として、各法要や行事などで募金活動を行って参りました。今年 2 月には、義援金を届けるた
めに実際に若朋会会員で九州北部豪雨の被災地へ参りました。そこで目の当たりにしたのは、土砂崩
れの爪痕などや復興に向けての活動の様子でした。
　例年、当会では寺院子弟研修とし、子供たちと共に県内各地でキャンプを行なっておりましたが、
この度の研修では、実際に被災地を訪ねてみたいと思います。甚大な自然災害を前に、私たち念仏者
としてどう向き合うのか、現地の方の話を伺いながら子ども逹だけでなく我々も、共々に考えさせて
いただく研修となればと願っております。

若朋会会長　戸崎了爾　



本願寺山口別院 検索

教区ニュース　〜教区内の皆さまからのご投稿〜
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仏法は　真に生きる拠りどころ
毎月 1 日に話題を更新し、24 時間いつでも何度でもご聴聞いただけます。

浄土真宗本願寺派　正信寺住職　南　昌宏　TEL 0820-52-1335　FAX 0820-52-5299
〒 742-1515　山口県熊毛郡田布施町上田布施 1546

備後教区備中里組高運寺
塩田　徹成

本年度より、本願寺山口別院・山口教区教務所で奉職させて

いただくことになりました塩田徹成と申します。精一杯つと

めさせていただく所存ですので、ご指導ご鞭撻のほどよろし

くお願いいたします。

新人職員挨拶

熊毛中組 正信寺 テレホンサービス　電話で法話が聞けます

TEL 0820–52–6666

本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2018.7.1 〜 2018.10.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
7 月  1 日〜 10 日 厚見　　崇 9 月  1 日〜 10 日 木村　智教

11 日〜 20 日 杉山　恵雄 11 日〜 20 日 吉見　勝道
21 日〜 31 日 寺田　弘信 21 日〜 30 日 松浦　成秀

8 月  1 日〜 10 日 工藤　顕樹 １０ 月  1 日〜 10 日 内山　晴香
11 日〜 20 日 長尾　智章 11 日〜 20 日 金安　一樹
21 日〜 31 日 黒瀬　英世 21 日〜 31 日 石田　敬信

※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

お電話いただきますと、
次の 4 つのサービスをご案内します。
ご希望の番号をダイヤルしてください。
１．今月の法話
２．前月の法話
３．お寺の近況・法座・行事の案内
４．正信寺の由来
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口
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Ｘ
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別
院
・
教
区
行
事

　

４
月
か
ら
広
報
教
材
部
は
、
広
報
部

と
名
を
改
め
、
広
報
に
特
化
し
て
模
索

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
「
山
口
別
院
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
の
普
及
で
身
近
と
な
っ
た
写

真
、
お
寺
に
関
す
る
一
場
面
を
撮
る
行

為
か
ら
、
ご
縁
を
広
げ
る
き
っ
か
け
を

作
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
が
お
寺

の
何
を
見
て
い
る
か
を
知
り
、
今
後
の

広
報
活
動
に
役
立
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
を
持
っ
た
方
を
見
か
け
ま
し

た
ら
、
積
極
的
に
話
し
か
け
て
対
応
し

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

７
月

１
日
㈰

第
20
回
仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

不
二
輸
送
機
ホ
ー
ル

　
　

特
別
出
演
／
二
階
堂
和
美
氏
(
安
芸
教
区
大
龍
寺
)

5
日
㈭

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
安
間
宣
秀
氏
(
防
府
組
萬
行
寺
)

７
日
㈯

龍
谷
大
学
校
友
会
山
口
県
支
部
30
周
年
記
念
行
事　

…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
五
木
寛
之
氏

11
日
㈬

臨
時
教
区
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

17
日
㈫

山
口
み
の
り
会
第
64
回
研
修
会
並
び
に
総
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
佐
々
木
大
乗
氏
(
教
区
青
年
布
教
使
会
会
長
)

　
　

講
師
／
中
島
昭
念
氏
(
美
祢
東
組
明
嚴
寺
)

20
日
㈮

門
徒
推
進
員
研
修
協
議
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
苅
屋
光
影
氏
(
連
研
中
央
講
師
)

25
日
㈬

「
山
口
教
区　

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
研
修
会　

…
…
…
…　

山
口
別
院

26
日
㈭
｝
第
42
回
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
ま
こ
と
の
保
育
大
学
講
座　

…
…
…
…
…　

山
陰
教
区

27
日
㈮
　
　

講
師
／
上
田
勝
彦
氏
(
農
林
水
産
省
水
産
庁
職
員
)

８
月

5
日
㈰

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
阿
部
智
史
氏
(
熊
毛
組
蓮
光
寺
)

22
日
㈬
｝
第
48
回
寺
院
子
弟
研
修
会　

…
…
…
…　

大
分
県
ひ
ち
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

23
日
㈭

24
日
㈮
｝
夏
季
布
教
大
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

厚
狭
西
組

25
日
㈯
　
　

講
師
／
舟
川
宏
顕
氏
(
北
豊
教
区
両
徳
寺
)

29
日
㈬
｝
中
・
四
国
地
区
仏
教
婦
人
会
大
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

四
州
教
区

30
日
㈭
　
　

講
師
／
菅
原
文
子
氏
(
す
が
と
よ
酒
店
)
／
迦
陵
頻
伽
(
法
話
楽
団
)

９
月

5
日
㈬

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
名
護
谷
正
見
氏
(
山
口
北
組
正
福
寺
)

14
日
㈮

公
聴
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

教
区
外
か
ら
次
の
方
々
が
ご
参
拝
下
さ
い

ま
し
た
。

４
月
４
日　

北
豊
教
区
京
仲
組
浄
蓮
寺

５
月
３１
日　

安
芸
教
区
高
田
西
組
法
専
寺

６
月
２０
日　

安
芸
教
区
沼
田
組

正
伝
寺
螢
光
仏
教
婦
人
会　

〜
編
集
後
記
〜

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

（
平
成
３０
年
３
月
〜
平
成
３０
年
５
月
）

敬

弔

美
和
組　

眞
教
寺　

衆
徒

粟
屋　

量
生
（
５８
）
３
月
４
日

山
口
北
組　

教
林
寺　

前
住
職

石
津　

哲
麿
（
９２
）
３
月
８
日

熊
毛
中
組　

眞
光
寺　

坊
守

無
漏
田
マ
ヤ
（
７１
）
３
月
９
日

宇
部
小
野
田
組　

正
圓
寺　

前
坊
守

岡
崎　

台
子
（
８４
）
３
月
９
日

宇
部
小
野
田
組　

善
福
寺　

前
住
職

島
地　

成
順
（
７３
）
３
月
１５
日

豊
浦
西
組　

正
琳
寺　

前
坊
守

岩
﨑　

宣
子
（
７９
）
３
月
１６
日

豊
田
組　

浄
國
寺　

前
坊
守

溪　

佐
喜
子
（
９５
）
３
月
２６
日

玖
珂
西
組　

専
称
寺　

住
職

和
田　

俊
昭
（
６８
）
３
月
２８
日

熊
毛
中
組　

善
福
寺　

前
住
職

中
尾　

一
眞
（
７７
）
３
月
２８
日

美
祢
西
組　

長
照
寺　

前
坊
守

長
谷　

恒
子
（
８７
）
４
月
７
日

柳
井
組　

教
念
寺　

衆
徒

市
村　

淨
子
（
６０
）
４
月
９
日

萩
組　

清
光
寺　

前
坊
守

最
上　

康
子
（
９４
）
４
月
１０
日

須
佐
組　

眞
光
寺　

前
坊
守

明
山
カ
ス
ミ
（
１０１
）
４
月
１８
日

下
関
組　

妙
蓮
寺　

前
住
職

宮
川　

玄
洋
（
９２
）
５
月
１１
日

萩
組　

平
安
寺　

前
住
職

後
藤　

𣳾
昭
（
９０
）
５
月
２６
日

本
願
寺
山
口
別
院
仏
前
結
婚
式

新
郎
　
金
安
　
真
弥
さ
ん

新
婦
　
高
橋
ひ
か
り
さ
ん

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

参

拝

者

　
お
知
ら
せ

教
区
報
No.
２
０
９
に
誤
記
載
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
箇
所　

Ｐ
３　

３
段
目
２０
行
目
「
一
教
区
宗
教
区
域
」
→
「
一
崇
教
区
域
」

　
　
　
　
　

Ｐ
３　

４
段
目
８
行
目
・
１１
行
目
「
中
央
幼
稚
園
」
→
「
山
口
中
央
幼
稚
園
」


